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富士山噴火と山体崩壊 

― 御殿場岩屑なだれを中心に ― 

千 葉 達 朗* 

The Eruption of Fuji Volcano and Sector Collapse 

― Focusing on the Gotenba Debris Avalanche― 

Tatsuro CHIBA* 

キーワード：地質、山体崩壊、ハザードマップ 

Key words：Geology, Sector collapse, hazard map 

 

1. はじめに 

富士山は、日本で最も高い山であると当時に、最も活

発な活火山のひとつでもある。1707 年の宝永噴火以来

315年噴火をしていないが、最近1万年間の噴出量は約

50 立方キロに達し、国内でも有数の規模である（宮地、

1988）。この富士山のハザードマップが、17 年ぶりに

2021年に更新された（静岡県、2021など）。改訂理由と

しては、この間、地質調査が進み（高田他 2014、千葉

2014など）、過去の活動に対する知見が増えたこと、コ

ンピュータシミュレーション技術が進歩し、より精密な

検討ができるようになったこと、確率の低い大災害に対

する社会の考え方が変化したことがその理由である。 

一般に火山ハザードマップとは、将来の噴火による災

害の影響範囲を示したものである。富士山の今回のマッ

プでも、溶岩流や火砕流や降灰や融雪泥流、噴石による

災害については図示された。しかし、山体崩壊について

のハザードマップは示されなかった。検討そのものは実

施したが、「有効なハザードマップを作成することは困

難」と考えられるため、過去の実績を示すにとどめると

いうことであった。小山（2018）が指摘しているように、

雲仙岳のように溶岩ドーム崩壊の影響範囲について検討

を進めている事例もあることから、検討を考える時期な

のかもしれない。直接的な影響を受ける人数だけでも40

万人（小山,2012）におよぶという。 

富士山は過去に何度も山体崩壊を発生させたことは、

周辺に分布する岩屑なだれ堆積物から明白である。その

頻度は、他の成層火山のよりも多く2倍の頻度といわれ

る。富士山の南西側には富士川河口断層帯があり、その

影響が大きいのかもしれない。最近、山元他（2020）は、

およそ1万年前に、静岡県小山町で発生した崩壊は、時

期から見て同活断層による地震の影響である可能性があ

ると指摘している。 

本講演では、最新である 2900 年前の御殿場岩屑なだ

れを、富士山の山体崩壊の事例として紹介したい（図１）。

宮地ほか（2004）の図を GIS で精密に地形と重ね合わ

せ、高田他の地質図と比較し、崩壊発生地点についての

検討を試みたものである。 

 

図1 御殿場岩屑なだれ（Goda）の位置図 

宮地他(2004 )Fig.1より 

*アジア航測株式会社 先端技術研究所 

*Asia Air Survey co., ltd. 
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2. 御殿場岩屑なだれと御殿場泥流 

 津屋は1968年の富士火山地質図と1971年の富士急の

報告書の中で、富士山の活動時期を古富士と新富士に 2

分し、古富士の活動は泥流で特徴づけられるとした。御

殿場泥流を明確に区別していないので、古富士泥流と混

同していた可能性もある。その後、明確に「御殿場泥流

（Gomf）として記載をしたのは、町田（1977）である。

その後、宮地他（2004）は、現地調査とボーリング収集

や化学分析の結果から、御殿場岩屑なだれと御殿場泥流

の分布範囲を区別し、その詳細を記載した（図2）。 

 

図２ 御殿場岩屑なだれ(Goda)と御殿場泥流(Gomf-m) 

宮地他（2004）のFig.2より 

 

3. 御殿場岩屑なだれの発生域 

 宮地他（2004）は御殿場付近の岩屑なだれに含まれる

岩片の種類を調べ、新鮮な溶岩が少ない事を明らかにし

た。一部の流山はかなり変質が進んでことから、崩壊原

因には、変質し脆弱になった岩体が関連していると推定

した。また、新富士の旧期溶岩流は、富士山の全域を覆

うように分布しているが、御殿場方向には例外的に分布

していない（図１）。これらの点を考慮し、御殿場岩屑な

だれ発生地点には、古富士火山などからなる、不安定な

高まりがあり、これが段階的に崩壊したとした（図 3）。 

 

図3 御殿場岩屑なだれ縦断面図 宮地他2004Fig.9 

 

崩壊地点つまりピークの位置については、山頂より東

の高度 3000ⅿ付近から 2500ｍ付近と推定した。御殿場

方向に流れ下っていることから、富士山の東斜面の何処

かが崩壊したと考えられる。なお、町田（2000）のよう

に、山頂を含んで崩壊が発生したという見解もないわけ

ではないが、山頂部に存在する溶岩等の年代が、明らか

に御殿場岩屑なだれより発生時期よりも古いものがある

こと、西側の大沢川の源頭部では、東側への崩壊を示す

ような構造が確認できない（図4）。これらの点から、可

能性はほとんどないと考えている。 

 

図4 大沢崩れ源頭部 高度3300m付近 

剣ヶ峰の北西側。急斜面であるため落石が絶えない。

溶岩層の傾きと斜交関係から、富士山の山頂部が崩壊

と成長を繰り返してきたことがわかる。 

  

最近になって、山元他（2011）、高田他（2014）の踏

査により、富士山の東斜面の詳細な調査が実施され、御

殿場岩屑なだれなどの分布範囲が修正された（図5,6,7）。 

これまで、宮地他（2004）の中で、崩壊の発生域と推定

された範囲内にある獅子岩が、星山期（古富士相当）で

あることが明らかとなり、発生域については、獅子岩を

含まない範囲に修正する必要が生じた。 

 

図5 御殿場岩屑なだれ鳥瞰図 

 

赤色立体地図に宮地ほか2004の図と高田他2018の範

囲を黄色で重ねた。緑色は星山期の地層の分布範囲。

御殿場岩屑雪崩の発生域には重ならないはず。 
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4. 御殿場岩屑なだれ堆積物と田貫湖岩屑なだれ 

 

最近の道路工事等で、御殿場岩屑なだれの良好な露頭

がいくつか生じたので、紹介したい。図 8-9は水土野の

高速道路工事露頭、図10は国道246号工事露頭である。 

 

図8 御殿場岩屑なだれ（GODA）の露頭（水土野） 

GODAの上面が凹凸に富むことがわかる（白点線）。

中央から右に、2 次堆積物の河床礫層がアバットす

る。最上部には宝永スコリア（Ho）が堆積している。 

2015/11/29千葉撮影 

  

 

図9 御殿場岩屑なだれ堆積物の工事露頭 

 地層の成層構造を保ったまま、この付近まで流下した

こと。小さな断層によってずれている様子がわかる。 

 

 

図10 御殿場岩屑なだれの国道246号露頭  

   巨礫は摩滅しているが内部構造が残っている 

 また、富士山の西側では、最も典型的な岩相を示す、

田貫湖岩屑なだれの露頭が観察できる。年代は約2万年

前であるが、断層により山際の高い地点で観察すること

ができる（図11-13）。 

 

 

図 11 2 万年前の田貫湖岩屑なだれ堆積物の分布範囲

（データは高田他 2018 による）西側に分布する岩屑な

だれは、活断層で隆起した天子山地の縁の田貫湖周辺に

広く残されている。公開されている shpデータを、GIS

で赤色立体地図に重ね合わせて鳥瞰図表示させたもの。 

 

 

図12 田貫湖岩屑なだれ堆積物 

模式露頭で撮影 巨大なブロックが変形し、薄く引き

伸ばされ、礫内部にはジグソークラックがはいる。 

中央部の部分拡大を図13に示す。 
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図13 岩屑なだれ堆積物の部分拡大  

ジグソークラックとフィルム状に引き伸ばされた赤い

地層を確認できる 2015/9/18 千葉撮影 

 

5. まとめ 

 

 御殿場岩屑なだれを中心に富士山の山体崩壊を紹介し

た。富士山は、現在は均整の取れた地形をしているが、

地質学的な証拠からみると、必ずしもそういう時期ばか

りではなかったと考えられる。 

 最後に、宝田他（2014）が開発した G-ever を紹介し

たい。これは、火山噴火のハザードマップを簡便に作成

する方法として知られている、エナジーコーンモデルを、

web上で気軽に試せるようにしたものである。 

 図14に示したのは、エナジーコーンモデルによる富

士山周辺のH/L分布図である。円錐の頂点は山頂火口

の火口底とした。この手法で、山頂の見通し角の大きな

地点のあたりを付けることができる。富士宮方向の西側

の大沢川から南西野渓にかけて、H/L=0.45以上の範囲

が認められるが、この付近に行くと富士山がとても高い

角度で見えるから、おおむねよさそうである。 

 山体崩壊のハザードマップには程遠いが、何かのヒン

トになれば幸いである。 
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図6 御殿場岩屑なだれ堆積物の分布 宮地ほか2004と高田ほか2014の図をGISで赤色立体地図に位置合わせ 

  宮地らは発生域を標高3000ｍから1500ｍ付近としていたが、獅子岩が古くなり、避ける必要が生じた。 

 

図7 御殿場岩屑なだれ堆積物の分布図 図6 に、さらに虹色等高線表示を重ねたもの 

獅子岩 
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図14 エナジーコーンモデルによる富士山周辺のH/L分布 頂点は山頂火口の火口底 

  富士宮方向の西側の大沢川から南西野渓にかけて、H/L=0.45以上の範囲が認められる。 

  G-ever高速版を使用した（http://g-ever1.org/quick/）解説は宝田ほか（2014）を参照されたい。 

 

 

 

 

http://g-ever1.org/quick/


 

富士火山と弥生遺跡の形成 

― 駿河湾岸弥生時代前半期の低地形成と農耕集落 ― 

篠 原 和 大1 

キーワード：御殿場泥流，静岡・清水平野弥生時代基盤層，登呂層，灌漑型水田農耕，富士山 

 

1. はじめに 

弥生後期（約 2000 年前）の農耕集落を代表する登呂

遺跡は、駿河湾西岸、安倍川扇状地の扇端付近に立地し

て、10万㎡を超える水田を営んだ集落である。登呂遺跡

の下層には縄文時代晩期にあたる 3100 年前頃降灰した

カワゴ平パミスが2～3cm ほどの厚さで水平に堆積する

状況が見られ、降灰の頃、周囲はまだ水域か湿地のよう

な環境であったと推定される。このカワゴ平パミスは平

野部の多くの弥生遺跡の下層で認められ、一般にそれを

静岡平野の弥生時代の基盤層をなす灰白色シルト層が覆

い、その上部に登呂層と呼ばれる黒色粘土層が形成され

る。平野部の弥生遺跡はこの登呂層中にその活動の痕跡

を残している。 

つまり、静岡・清水平野の弥生遺跡の多くはカワゴ平

パミスの降灰後、およそ弥生時代前期（弥生Ⅰ期：2800

～2400年前頃か）の間に形成された扇状地上に立地して

いるといえる。この地域の本格的な農耕文化形成の舞台

は、その定着のわずか数百年前に形づくられた。 

弥生時代前期頃に農耕集落の舞台となる低地環境が形

成される状況は、駿河湾北東部地域や足柄平野でも類似

しており、2900年前頃といわれる富士山の御殿場方向へ

の山体崩壊とその後の御殿場泥流堆積物が黄瀬川扇状地

と酒匂川の扇状地を形成したとみられる。弥生中期中頃

（Ⅲ期）の農耕集落と目される沼津市西通北遺跡、小田

原市中里遺跡は、やはりこれらの扇状地扇端部に立地し、

水稲農耕を営んだと考えられる。 

今回は、こうした駿河湾岸周辺で認められる弥生前期

頃の低地形成と弥生中期中頃以降とみられる本格的な灌

漑水稲農耕を営んだとみられる農耕集落の展開との間の

関係について考えてみたい。 

 

2. 駿河湾岸地域における農耕社会の形成 

（1）列島における農耕の形成 

日本列島における農耕社会の形成過程については、弥

生時代に北部九州に灌漑稲作農耕の技術が伝わり、その

情報が東日本にも波及するが、東日本で灌漑稲作が定着

するのは弥生中期の中頃まで遅れるとの見方がなされて

きた（中山1999、石川2001）。近年、レプリカ法と呼ば

れる土器に残された圧痕から種実などを検出する分析が

進展し、縄文時代にマメ類などの栽培植物の存在が明ら

かになる一方、弥生時代の当初からアワ、キビの雑穀類

が検出されることが明らかになった。このようなことか

ら、弥生時代の農耕の波及と定着の議論は、弥生時代開

始期の「穀物農耕の波及」と東日本では弥生中期中頃と

なる「灌漑型農耕の定着」として再整理されるようにな

っている（中山2018）。 

（2）駿河湾岸における穀物農耕の波及 

駿河湾沿岸部では、弥生時代前期（Ⅰ期）に沖積地に

は遺跡が認められず、折戸湾に臨む丘陵裾の清水天王山

遺跡や富士川河岸の山王遺跡、潤井川東岸の渋沢遺跡の

ような縄文時代以来の立地や中継地的な立地の小規模な

遺跡が存在する。これらの遺跡の土器からはレプリカ法

でアワを中心とする種実が検出される。中期前葉（Ⅱ期）

になると静岡・清水平野では丸子遺跡群や瀬名遺跡など

平野部に臨む丘陵やその裾部に遺跡が展開し、石鍬（打

製石斧）を出土することを特徴とする。レプリカ法の調

査ではアワ、キビに加えてコメが検出されるようになり、

手越向山遺跡や瀬名遺跡では畑作や水稲作と関連すると

考えられる遺構が検出されている。駿河湾東部では、田

方平野西縁に位置する大平丸山遺跡があり、獣骨などが

出土した一方、レプリカ法でアワ、エゴマが検出された

（篠原2008、篠原他2012ほか）。 

このように、駿河湾沿岸地域では弥生時代の開始後ま

もなくアワ、キビなどの穀物農耕が導入され、石鍬など

を用いた畑作が行われていた。小規模な集団が狩猟・採

集などと複合的に農耕を行ったものと考えられる。Ⅱ期

頃までには稲の栽培もおこなわれるようになったが、地

点的な環境を利用した小規模なものであった。また、Ⅱ

期頃に丘陵部に遺跡が形成されるようになる状況の背景

には、低地環境の変化を考慮する必要があると思われる。 

 
 
 



（3）駿河湾岸における灌漑型農耕の定着 

 弥生時代中期中葉（Ⅲ期）になると、静岡市有東遺跡

や川合・瀬名遺跡、沼津市西通北遺跡、小田原市中里遺

跡など沖積地に大規模な遺跡が形成される（以下、篠原

2012、2019など）。 

 静岡・清水平野の有東遺跡は、集落形成当初から遺構

が広く分布し、周囲に方形周溝墓と呼ばれる墓からなる

墓域を形成した。また、未製品を含む磨製石器や樫材を

加工した農具未製品が出土し、石器を生産・使用して木

製農具などを生産していたことがわかる。同様に石器な

どを生産した川合遺跡に隣接する瀬名遺跡では中期後半

（Ⅳ期）の古い段階に遡る分岐する水路で灌漑したとみ

られる小区画の水田が検出されている。Ⅲ期には農具を

生産して灌漑型水田を開発、経営する本格的農耕集落が

成立したとみることができる。こうしたⅢ期からⅣ期の

本格的農耕集落は周囲からある程度独立した規模の大き

い集落となった。 

 駿河湾東部では、黄瀬川扇状地の浮島沼側の扇端付近

に、Ⅲ期の環濠集落とみられる西通北遺跡が形成される。

検出された大型溝状遺構（環濠）は東西 200ｍを超える

範囲を囲むとみられ、比較的大きな集団が集住した。南

側の西通遺跡などからは時期が下るがⅣ期の方形周溝墓

群が検出され、この地で本格的農耕集落が形成されⅣ期

まで継続したことがわかる。同じく弥生中期Ⅳ期頃の狩

野川河口域の御幸町遺跡、境川下流域の長伏遺跡群も黄

瀬川扇状地扇端域に位置する農耕集落と目される遺跡で

ある。 

弥生時代後期（Ⅴ期）になると静岡清水平野では、有

東遺跡のような中期の大集落が解体縮小し、登呂遺跡の

ような広い面積の水田を経営する集落が分散的に現れる

（図1）。背後には鉄器の普及や環境の変化が考えられて

いる。駿河湾東部では後期初頭に一時的に遺跡が希薄に

なると考えられており、その後中小規模の環濠集落が現

れて地域が再形成されるとみられている。後期の中頃に

登呂遺跡は洪水に見舞われ、集落が衰退することが知ら

れるが、この頃から静岡平野では集落が平野縁辺の丘陵

部に現れるようになる。駿河湾東部でも足高山麓の足高

尾上遺跡群をはじめとして、高位置に集落が移動する状

況が知られる。 

 

3. 駿河湾岸地域における弥生時代前半期の低地形成 

 駿河湾沿岸地域の農耕集落の形成・展開についてみた。

「穀物農耕の波及期」とした弥生時代前期から中期初頭

の時期、低地はほとんど利用されておらず、むしろこの

時期にのちの「灌漑型農耕の定着」の舞台となる地形環

境が形成されたことがわかる。 

 前述した駿河湾東部の黄瀬川扇状地扇端付近の弥生中

期から形成される農耕集落は、御殿場泥流に由来する堆

積物およびその後しばらく続いた洪水堆積物の上部に遺

構が構築されている。また、西通北遺跡や長伏六反田遺

跡では同一の検出面で中世頃までの遺物や遺構が検出さ

れており、弥生時代以降長らく安定していた可能性が示

されるが、弥生時代前半期が地形形成の一つのピークを

示していたとも考えられる。足柄平野の最初期の農耕集

落と知られる中里遺跡も酒匂川を流れ下った御殿場泥流

によって形成された微高地上に形成されていることが知

られる。 

 一方、静岡清水平野の安倍川扇状地では、登呂遺跡、

有東遺跡、鷹ノ道遺跡などの調査とともに、地質学的な

検討も進められ、前述のようなカワゴ平パミスを前後す

る堆積状況が知られる。松田順一郎氏は、鷹ノ道遺跡か

ら登呂遺跡に至る地形発達について、両遺跡の立地を石

田街道のロウブ（砂礫の進入する網状流路帯などを含む

扇状地内の高まり）と久能街道のロウブの間のロウブ間

低地と位置づけ、ロウブ上の砂礫の集積とロウブ縁辺の

拡大からなる地形発達が、縄文時代晩期からカワゴ平軽

石層を挟んで弥生中期直前までの数百年で生じたとした

（松田2006）。鷹ノ道遺跡と登呂遺跡の標準土層の比較

では、ほぼ同水準に見られるカワゴ平パミス層（Ⅶ層）

にたいして基盤層のシルト層はⅦ層の上部で顕著であり

（Ⅵ層）、鷹ノ道遺跡で微高地をなして厚く、扇端に向か

う登呂遺跡で薄くなる（図3）。やはりこの地形発達はカ

ワゴ平パミスの上部で顕著であったと考えられる。この

安倍川扇状地内のロウブは、加藤芳朗氏が砂礫流入の経

路を示した微高地（加藤 1995 他、図 2）と対応すると

みられるが、その近辺の遺跡の調査事例からみると（静

岡市教育委員会2022など）、その中心部は大量の砂礫で

充填されていたようだ。おそらく相当量の土砂が供給さ

れてこの時期の安倍川扇状地の発達があったとみられる

が、その中心はカワゴ平パミス降灰と弥生中期直前まで

の間にあったと考えられる（図4）。 

 弥生時代前半期の黄瀬川扇状地や足柄平野の形成は、

富士山山体崩壊に続く御殿場泥流が原因であり、安倍川

扇状地の同時期の発達とは別の現象であろう。しかしな

がら、それが当時の安倍川流域からの大量の土砂供給に

よってもたらされたと考えるならば、御殿場泥流の起点

となった富士山山体崩壊が、その原因と結果において、

広域にもどのような地殻変動や災害を引き起こしていた

のか、いまだ追究する必要があるように思う。 

 



4. 扇状地地形と弥生時代の灌漑型水田農耕 

 瀬名遺跡で検出されたⅣ期の古い段階の水田は、長尾

川の自然堤防に沿って水路を配置し、水路を分岐させな

がら水路沿いの小区画水田のブロックに配水する水田で、

西日本で発達した弥生時代の水田灌漑システムのうち中

期頃までに発達したⅡ類の技術（大庭2013）を採用した

ものであった（篠原2018）。このような弥生時代の灌漑

水田は当初から土地の傾斜を利用した重力灌漑であり、

水路を利用し、傾斜に合わせた小区画の集合に給排水す

る灌漑システムを発達させたものである。Ⅲ期の有東遺

跡周辺などでもこうした灌漑水田が展開したと考えられ

るが、安倍川の扇状地地形が、比較的緩い傾斜をもって、

伏流水が扇端にかけて地表水化する灌漑水として利用し

やすい穏やかな水文環境を持っていることが、この地点

での当時の灌漑システムの導入によく適合していたもの

と考えられる。 

 Ⅴ期になると静岡清水平野では一辺 40～50ｍほどの

大区画の中に小区画を配置し、大区画間を田越に灌漑 

して、水路に依らない水田域を拡大する水田（Ⅳ類、大

庭2018）が展開するようになるが、こうしたシステムは

より傾斜の少ない平準な土地の開発を可能にした。Ⅴ期

になって開発された登呂遺跡の水田はこのような水田の

典型であるが、集落の形成される登呂川微高地縁辺から

南へ向かって広がるきわめて緩い傾斜面に形成されてい

る。遺跡群としても中期の集落や墓地が形成されていた

有東遺跡や鷹ノ道遺跡周辺からより低平な、さらに扇状

地扇端に向かって拡大したといえる。 

 このように、弥生時代の灌漑水田農耕は、安倍川扇状

地のような一定の水文環境を備えた扇状地地形によく適

合する灌漑システムを発達させていた。黄瀬川扇状地の

西通北遺跡や長伏遺跡群、足柄平野の中里遺跡などもそ

のような水田の経営を行った集落とみることができよう。 

 

5. まとめ 

 駿河湾沿岸地域の弥生時代農耕集落は、弥生時代前半

期に、御殿場泥流や安倍川の氾濫によって形成された扇

状地地形扇端部の水文環境を利用して、弥生中期に灌漑

型水田を営むことで形成された。縄文海進の後の低地環

境で、このような灌漑水田農耕の舞台が、その定着の比

較的直前に形成されたことは注目される。また、御殿場

泥流が富士山の山体崩壊によってもたらされたことは明

らかとされるが、同時期にも推定される安倍川流域の土

砂供給が、富士山の山体崩壊と関連する地質学的なイベ

ントによってもたらされたのではないかとの推測も行っ

た。このことは、また東海東部太平洋岸の比較的広い地

域の弥生時代前半期の低地の地形形成ともかかわる可能

性が考えられよう。 

弥生時代の灌漑型農耕は、さらに多様な環境に定着し

ており、必ずしもこのような条件を備えた扇状地地形の

みに定着したわけではないことも明らかである。しかし

ながら、駿河湾沿岸周辺地域で弥生時代前半期にほぼ同

時に灌漑型水田農耕の好条件の環境が整ったことは、そ

の後の東日本の農耕社会の定着過程に大きな影響を与え

たものと考えられる。 
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図 1 静岡清水平野の地形と弥生遺跡の展開（篠原2008） 図 2 加藤芳朗氏による「縄文中

期～弥生末期頃の砂礫（河川域）

の進出」（加藤1995に加筆） 

図 3 鷹ノ道遺跡と登呂遺跡の標準土層の対比（Ⅶ層：カワゴ平軽石含む、Ⅵ層：弥生時代基盤層、Ⅴ層：登呂層） 

   （各報告書より） 

図 4 静岡・清水平野における弥生時代の時期・様相・層序の区分模式（篠原作成） 



 

 

 

 

 

 

 

はじめに ― 問題の所在 ― 

 黄瀬川扇状地は一般的な砂礫から成る扇状地ではなく，

急激に流下して形成された泥流堆積物から成る「扇状地

状地形」とさえ言える。その特徴と特異さ，ユニークな中

身，内容物等を踏まえて，対象地域の地域性について地

形環境を軸として少し論じていきたい。 

  

１．黄瀬川扇状地の特異性 

 一般的な沖積扇状地とは大いに異なる「黄瀬川扇状地

の特徴」を，以下において概括的に紹介する。 

ａ）箱根山・愛鷹山の裾合谷の位置に形成されている。 

溶岩流と泥流堆積物のために砂礫は 10m 以下の層

厚で，泥流堆積物の上に砂礫層が薄く乗る「火山性薄

層扇状地」の典型である。 

ｂ）約2.9千年前に発生した「御殿場岩屑なだれ」の堆積

物は 200～300 年間に渡り流下した。その後山体か

ら幾度となく泥流が発生し，再度流出し，再堆積が繰

り返された「御殿場泥流の二次堆積物」である。 

ｃ）「三島溶岩流」の流下後のために扇頂部が不明確で，

典型的な扇形の等高線を示さない。河道が固定的で

あった黄瀬川本流の右岸側では，藍壺ノ滝付近を扇

頂とし，半円ながらも同心円状の等高線を示し，半円

錐状の堆積地形が形成されている。 

ｄ）「開析扇状地」であり，下刻が進んでいて，段丘化も

一部でみられる。しかし黄瀬川寄りに数段程度の河

岸段丘が形成されているが，大場川沿いでさえ意外

と少ない。全体的に浅く台地化した部分を，湧水帯か

らの御殿川や源兵衛川などの小河川が下刻を進めて

いる。湧水量の多い柿田川はより下刻を強め，谷頭浸

食が進んで深い河谷状を形成している。 

ｅ）溶岩流の地表部の末端付近から扇状地は傾斜を緩め，

河川の特徴として流下する大場川・黄瀬川以上に，上

流部を絶たれた「涸れ川」の境川の河道は激しく蛇行

している。 

ｆ）比較的最大幅8.5km，縦長7.3kmの大きな扇状地で

あるが，河道に沿った自然堤防の発達はなく，一般的

な河道の変遷が繰り返され，重なり合うことで形成

される扇状地の形成過程が欠落している。 

 

 

 

 

 

 

 

ｇ）泥流堆積物のため，透水性が強く，地下水面が低い。

広く分布する砂壌土故砂に若干粘土が混じり，排水

良好な土壌であるが，保水性や保肥性は悪い。 

ｈ）表土が薄く，多くの砂礫に少しの土が混在する乏水

地域では，土壌の透水性が強く，地下水面の低い         

ことが主因である。土地利用でもかつて畑地や桑畑・

果樹栽培等の扇状地農業の典型を示していた。 

ｉ）水田が卓越する扇状地農業の地域で，開発は古い。灌

漑用水路の整備のほか，湧水に大きく支えられて，古

代から中世にかけて開田が進められた地域である。

近世以降の新田開発でかつ畑地の卓越する，一般的

な扇状地農業の特色とは大いに異なる。 

ｊ）固結した火山灰の俗称のマサ土に似て，泥流堆積物

の固結した盤層を沼津市や清水町では「カンカンマ

サ」と呼ぶ。三島市北部では「砂利マサ」・「マサ砂」

と構成物の差で使い分けている。一方砂質で締まり

のない崩れやすい地層もある。これらは元々攪乱さ

れた粗い地層のため，多様な外見・顔付きを持つ。 

ｋ）一般的な扇端部の特徴とは異なり，泥流堆積物の分

布が消滅し，排水不良地の低湿で軟弱な地盤，三角州

的な堆積物へと漸移的に移行するため，その境界部

は不明瞭となる。 

ｌ）扇端部を特色付ける湧水はない。溶岩流の地表部の

末端付近で被圧地下水起源の湧水が，三島湧水群や

丸池・柿田川の「湧き間」と泉湧水群で際立っている。 

ｍ）洪水の際の流路の移動や氾濫はより上流側で見られ，

大場川では境川や伊豆島田付近での「河川争奪」の跡

などに限定される。黄瀬川本流近くの溶岩流の凹地

部を，一時的に流下した跡の「涸れ川」「涸れ谷」等

が長泉町中土狩以北に顕著に分布する。 

ｎ）「御殿場泥流」の二次的堆積物は流下方向により，砂

泥質を基本としながら，砂礫分布が顕著な地，砂泥に

中位の径（5～10 ㎝）の礫混じりの地，砂泥に人頭

大，時に 3m 以上の大石の点在する地など，各地の

露頭や掘削現場で異なり，その様相は複雑である。 

ｏ）河川堆積物は下流に向かっても一般的な礫から砂へ

の粒径変化はない。泥流の二次的な流下と下流側へ

の堆積の繰り返しで，複雑な乱れた堆積である。 

黄瀬川扇状地の地形環境 

― 扇状地の形成過程と沼津・三島の地域事例 ― 

加 藤 雅 功 

 

 

 

 



２．沼津市大岡・金岡地区の地形環境 

 黄瀬川扇状地の成り立ちと耕地開発の歴史を，大岡・

金岡地区を軸に紹介する。アネクメネ（非居住域）の原野

から，古代の「岡野馬牧」，中世の「大岡牧」や「大岡庄」

に代表されるように，開発に伴ってエクメネ（居住域）の

拡大に向かい，中世の荘園制の下で未開墾地に対し，新

たな開田が企てられていった点を具体的に指摘する。 

（１）遺跡の立地環境 （扇状地へのエクメネ拡大） 

 最初に黄瀬川扇状地のエクメネに関して触れる。水田

遺構を伴わないが，弥生中期・後期の遺跡として三枚橋

の「清水上遺跡」（三芳町遺跡）が狩野川河畔の段丘崖上

部に位置する。その後，弥生後期から古墳時代の遺跡が

段丘末端ではあるが，急増する。 

 弥生中期以降，新たに誕生した沖積地へ「生活の舞台」

が移り，黄瀬川扇状地全体へ爆発的にエクメネが拡大し

たと言える。下流部で画期的な出来事が「御殿場泥流」の

二次堆積物の流下であり，激変した姿の一部を垣間見る

ことが出来る。 

新たに沖積地の拡大が進み，従来の縄文文化が花開い

た「舞台」の火山山麓緩斜面や台地，小扇状地等の地形変

換部から，より安定した地表空間が広がり，水が得やす

い土地に向け，新たな生産活動の耕地開発が進行した。 

 その「きっかけ」は泥流の二次堆積であり，急変した地

形が景観や植生の変化をもたらした。海退期の陸化が進

み，安定化した大地で新たな人々の営みが始まっている。 

 黄瀬川扇状地の開析が進み，砂質・シルト質の地層を

狩野川や黄瀬川が下刻して，居住環境が新たな段丘形成

で変化した。清水町徳倉の本城山の北側，狩野川河畔に

は縄文晩期の矢崎遺跡がある。その対岸の下長沢・柿田

の遺跡として「柿田原」「輪巻」が，より北側の八幡北部，

「根岸」の遺跡のいずれもが段丘末端に位置し，崖沿い

の滲み出す水が得やすい位置にある，弥生後期から古墳

時代の遺跡である。なお中位段丘面にある伏見古墳群は

奈良時代末期である。 

 下石田の弥生後期から古墳時代の「豆生田遺跡」は浪

人川東側の字石原田や字宮下に接し，中石田字六反田の

浸食谷の崖まで，比較的平坦な地であった。発掘時には

シルト質の盤層上に住居址ほかが構築されていた。また

南方の「原田遺跡」では，固く締まったシルト質の地層を

切り出し，住居址のカマドの支脚にしている。 

（２）乏水地域と灌漑（上石田・下石田・岡宮・岡一色） 

 黄瀬川右岸では等高線の張り出しから，３つの「馬の

背」が指摘できる。愛鷹火山山麓の緩傾斜面が地下に埋

没した段丘が左岸の本宿北部，右岸では上石田，岡一色，

岡宮の集落南部に存在する。15mの等高線も下石田集落

の北側，高田集落付近，東沢田集落の南側へ張り出して

いる。埋没段丘により制約された地表部には河谷を刻む

浪人川，本町溝・子持川，松沢川が流下する。 

石田地区には水掛りの悪い乏水地があり，上石田から

下石田の地が中世からの開発である。高燥地の「高田」も，

近世に三枚橋村から延宝２年（1674）分村した集落の歴

史を持つ。なお岡一色は荘園領主が居住した岡宮に接し，

課役を上納しない不輸租田（一色田）に因む。 

 土壌分布や地下水の深浅などを反映した土地利用から，

自然河川の「浪人川」以東と以西との対照は明確である。 

 浪人川以東は中世の荘園制による開発が目立ち，一部 

で新田開発も小規模に展開した地と言える。ただし黄瀬

川からの取水は段丘の高まりと急崖のために困難を極め，

中石田付近より北側では段丘が狭小過ぎるため，放棄さ

れている。下流側の木瀬川地区の新田川沿いのほか，浪

人川から取水して下石田で新田集落に流す，新田川の末

端部分程度である。 

 一方，浪人川以西は「大溝」（金岡溝）や「沼津溝」等

を代表とした灌漑用水に支えられ，古代から耕地開発が

進められた地域で特色付けられる。尾根筋と谷筋があり，

小高いなだらかな尾根筋は「馬の背」と呼ばれ，地下水面

が低くて旱害に悩むことがあった田地である。 

 なお藍壺ノ滝の上流側から新たに取水した「牧堰」は

直接「馬牧」と関係しないまでも，北小林・南小林の牧堰

の南側一帯，上石田の字「御所ヶ原」（御所原）以北を開

田したことに因むものと見られる。門池用水の補助用水

の性格だが，牧堰の成立時期は慶長７年（1602）に沼津

藩主の命で，上小林村（現北小林）地先の黄瀬川を48間

に渡って堰上げて作っている。 

 また根方道（根方街道）と東海道・甲州道（御厨道）の

交通についても，金岡地区の岡宮・岡一色を中心に絡め

て見るならば，岡宮浅間神社がランドマーク（陸標）であ

り，交通の結節点でもある。さらに岡宮の字馬場の北側，

字岡ノ海道付近に「牧氏の館址」（牧御堂）の可能性が強

い。また南部の日吉地区寄りや山王台，旧大岡院の蓮光

寺周辺に求められるが，具体的な可能性を欠く。 

（３）中世の荘園の歴史景観（上石田・中石田・下石田） 

 上石田に字御所ヶ原の地籍があり，古代の「大野牧」や

「岡野馬牧」，中世の「大岡牧」は愛鷹山側に求められる

が，中世・近世の馬牧も併せて判然としない。「御所ヶ原」

付近には群集墳が点在し，かつて原野であったことや牧

御所に関係した地名だけに，狭い放牧地を想定もしたい。 

 なお甲州道に接した字新谷から字上耕地の地籍には，

１町より広めの方格地割が認められる。北側は字御所ヶ

原で，寛政８年（1796）の絵図では当該の地が畑地であ
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り，南東の街道寄りに崖と馬出し的なものが描かれてお

り，北および西側に約30m幅の帯状水田が巡り，牧氏の

館を想定するには相応しい空間である。南北に最大200m，

東西に150m程の空間である。 

 一方，下石田の郷倉があった字郷やその北側の字森付

近には，荘園の事務所や倉庫などがあった，荘園化の中

核の「荘家」（荘所）が推定できる。中位段丘上の中石田

字「邸内」も地名的には興味深い。この付近には黄瀬川の

長者伝説に関係した字「長者窪」があり，「黄瀬川の宿」

の遊女亀鶴の父親である，小野長者の屋敷が関係するも

のと見られるが遺構はない。 

 黄瀬川の字「五郎丸」の地籍も甲州道に接して，東西に

は水路が走って館址を想定出来る環境にある。西側の「馬

上免」は中世の荘園における免田であり，検見使の馬上

立ち入りを免じられた田地である。また東側は中世に賑

わった，旧黄瀬川の宿が推定される地である。 

 次に上石田の小字に「上耕地」「下耕地」「上西耕地」「下

西耕地」がある。牧堰開設に伴う近世初頭の新田開発に

よる名称のままではなく，広大な土地故に元の畑地がほ

ぼ東西に伸び，古くの開墾のコウチ（垣内）が特殊な形態

で反映されたものと推定される。元々細かな字名があっ

たが大正期の地籍図で省略された可能性もある。開設さ

れた分水堰や数多くの小堀ごとの名称が残り，ある程度

の把握はできるが，全体の地籍復元までは困難である。 

字下耕地の東側には明瞭な崖があり，中位段丘面の河

道跡が字久保田に帯状水田として見られる。上石田の字

本郷，通称「東」の中心集落の北側には，近世起源の新谷

（アラヤ）や北街道（キタカイドウ）がある。街道・海道・

垣内の字を当てるカイトともに集落の成立は新しい。カ

イトは開墾地で段丘崖寄りの狭小な地に畑地が広がる。 

 これら上石田のコウチの高まりは愛鷹火山の山麓緩斜

面の張り出し部分（埋没段丘）で，地下に厚いローム層が

潜り込んだ形を取っており，寛政８年の上石田村の絵図

では水田が殆どを占める。保水性が高くて開田された地

も多く，灌漑用水の「下樋」沿いでは，まだ畑地が残って

いた。絵図の崖の描写から御所ヶ原南部の高まりでは，

西側の「東溝」近くに荒れた畑地があり，また東西に長い

法面にローム・粘土・砂礫や大石の地層を切り込んで，掘

削工事の状況が詳しく描かれている。 

 元の「馬の背」の高まる地形が基礎に存在し，土地を開

拓する以前において，荒れた原野がかつて広く見られ，

馬牧としての利用は判然としないが，その可能性がある

土地と言えよう。その後牧堰から灌漑も進められるが，

他の地域と異なり，依然と制約されたままであった。 

（４）段丘地形と集落立地（中石田・下石田・木瀬川）     

 中石田・下石田はともに乏水地ながら開発は古く，中

世・近世の集落立地は狭小な段丘面に張り付くような制

約下で，木瀬川を代表に交通の要衝として発展して来た。 

 しかし近世の木瀬川集落は島状の一段低い段丘面に立

地し，自然発生的な中世以降の集落の継続性が疑われる。

中世の「木瀬川」「黄瀬川の宿」について，北側の長泉町

本宿や東側の清水町八幡・長沢付近に求める説がある。

有名な源頼朝と源義経の対面についても，史実とすれば

黄瀬川の広い河原であったと思われるが，清水町の八幡

神社近くには後世のものか，「対面石」が置かれている。 

 「元八幡・元上長沢」は一段低い位置だが，北側の段丘

面や低位段丘の島状地が候補地となる。むしろ近世の小

関と「本宿」より，中世にも黄瀬川が蛇行して流下した古

関の「元伏見」が渡しや徒渉の地点と推定される。 

とくに対岸の「木瀬川」の地籍が高い段丘面上で，下石

田・中石田の地籍へ楔状に入り込んでいる。字五郎丸の

東側には字市場があり，字一丁田から北側に狭いながら

も，方格状の土地割が広がる３町～４町の地を中世の室

町時代以前の「黄瀬川の宿」と推定することが出来る。 

 下石田と木瀬川の間に旧河道の久保川があるが，弥生

後期～古墳時代の浜井場遺跡からも流下時期は相当古い。

一段高い崖の上に古墳後期の長町古墳があり，字高岸の

墓地は旧観音堂と関係するものと考える。 

 甲州道（御厨道）が南北に走り，箱根方面に向かう御厨

道の「元伏見」や「元本宿」へ木橋で渡った近傍の地であ

る。やがて宿場の機能が低下し，集落としても衰退し，天

正19年（1591）の東海道の付け替えで南側の一段低い中

位段丘に中心が移った可能性を指摘したい。 

また鎌倉期の石田地区の中心的機能が集中し，北寄り

の字五郎丸と字中石田の接する四辻が「根方道」の分岐

点で，東側の黄瀬川への徒渉の「御厨道」を合わせると，

交通の要衝として重要な地であったと言える。 

（５）浪人川と中世荘園の証左（下石田・中石田） 

 地形界の崖や河道などを巧みに活かした灌漑水路と耕

地開発の事例を挙げる。浪人川の崖や河道を利用しなが

ら上石田字門田を経て，中石田字四ツ口付近で分派して

南流する，下石田字豆生田・馬上免の田地に向かう水路

である。新田川西側の長細い広大な地籍は字佃である。 

 地名の「門田」も佃の一種であり，浪人川の字井尻から

取水し，豆生田・馬上免・小笹にかけての平坦地も，近世

の新田ではなく，中世に開発された地である。さらに字

小笹や佃に分布する方格地割のほか，東西に伸びる字一

王丸や御供田の道路の計画性が指摘できる。 

 字狭間には明瞭な「浸食谷」が残り，微地形を活かして

灌漑を進めた好例である。中世の荘園を象徴的に語る「佃」



とともに，「御供田」も隣接して残存している。 

「佃」は荘園内の領主の直轄・直営田のことで，耕作は

種子や農料を与えられた農民の夫役で行われ，収穫は全

部領主の所得であった。地頭など，村落に住居を構えた

領主の場合，安定した高収穫を得られる耕地を選定し「門

田」や「正作」と称したが，これも佃の一種である。 

 また荘園制的賦課の根幹の「公田」（コウデン）は「く

でん」とも言われ，鎌倉・室町期には盛んに利用された。

このクデンを指す「御供田」（オクデン）が字佃の南側へ

接して位置し，この地域の歴史性を象徴的に裏付け，如

実に語っている。なお下石田字森・字郷の甲州道の辻で

分かれ，その後御供田の南側から，日吉字馬場町・字出口

へは古道で結ばれている。 

 ここで登場した「五郎丸」「一王丸」は中世地名と見ら

れるが，個人名ではなく単にゴロやゴロー，五郎太の丸

い石を指し，砂礫や下位の盤層の「砂利マサ」の地を表し，

曽我五郎とは無関係である。一尾丸とも記す，イチオー

やイチオは「仮に」とか「ともかく」の意味で，一応の「一

往」のことか。畑として開墾し，後に田とした「開田の地」

からの名称であろう。 

 さらに西側の扇央部で「馬の背」の高まりに近く，沼津

溝の凹地北側に当たり，登り道沿いにも「一王丸」が西熊

堂分と東沢田分とにあり，隣接地には「髙島」もある。共

通して，灌漑水利面で水掛りの悪さが指摘できる。 

なお接尾語の「丸」は区画を指し，またマルは『検注帳』

を「丸帳」とも呼び，中世の荘園領主の検注から，供田な

どの控除をしたことに因む。 

（６）扇央部の金岡地区と三枚橋・上土地区 

 弥生中期～古墳時代の沢田遺跡が「沼津新田」（現本田

町）の北側にあり，弥生後期の本田町遺跡もその西側に

位置する。弥生期の畦畔・水路のほか，田下駄の大足やナ

ンバなど木製加工品が多く出土した。西側の低湿地に目

を向けると，松長の伴名田遺跡や東椎路の長条遺跡でも

水田址が発見されている。この地域では弥生中期，すで

に本格的な水稲耕作が展開しており，沢田遺跡などでは

住居址を伴っている。その後の古墳時代以降の「生産の

場」とも成り，すでに扇央部に小規模ながら居住が見ら

れ，黄瀬川扇状地の特性が際立っている。 

 さらに本地域は律令期を代表とした古代の条里水田の

卓越地域であり，一般的な扇状地とは異なる姿，土地利

用と景観を示す。灌漑水利面においてさえ，微地形を反

映した水利が早くも古代から中世に展開していた点に特

色がある。日吉地区では白鳳期の日吉廃寺の北側にも条

里水田があり，隣接の浪人川（日吉川）から直接引水して

いる。仮に水田が10世紀を遡り得ないとしても，旧沼津

町字竹ノ岬の富士見町遺跡では高燥地の住居址として，

排水の良さなどの特殊性が活かされていた。 

 日吉地区の田地は礫質で水持ちが悪く，「香貫散田」の

小字が示すごとく，近世に荒廃した田を対岸の香貫地区

からの出作りに頼った「散田」が広く見られた。古代・中

世の領主直属田より，村方惣作とした可能性が高い。 

古代に溜池だったかは別として，三明寺の経筒に記さ

れた「上津池」からコウヅがカドに転訛して，後に「門池」

と表記されたほか，複数のカイト（地域共同体）により溜

池を開発し，管理運営がなされた点から，カイトがカド

イケの地名の語源となった可能性もある。建久５年（1194）

以前に遡って，灌漑用水の潤沢な水源である，三明寺の

周囲に「池」が存在していたのは事実である。 

 愛鷹山の百々沢の内，正保２年（1645）渡戸川と芹沢

川との遊水池，門池（上津池）に築堤して農業用の溜池と

した。「門池用水」による灌漑では，すでに構築していた

「牧堰用水」を加えている。『駿河記』では「牧堰」が長

さ 44間で，15ケ村の田地の用水となり，微高地の集落

「高田」の通り（本町溝）から，その流末が沼津宿より９

町ほどの湊口で駿河湾に注ぐと記す。大溝は末流が貉川

の「沼津溝」や末流が子持川の「本町溝」等で分配してい

る。なお松沢や中沢などの小河川による補助用水の灌漑

も西側で加わり，用水系統は何度も再編成された。 

「馬の背」の高燥地の開墾も中世から近世にかけ，さら

に本町溝側の阿原や微高地の髙島ほかで進められている。

弥生期から古墳期の水田遺構がある地の周辺である。 

 

３．三島市南西部と長泉町・清水町の地形環境 

 「三島扇状地」とも呼ばれた黄瀬川扇状地の地形と地

質について，扇状地堆積物が土地利用と景観の変遷に与

えた影響をここで確認したい。 

（１）遺跡から見た平野部の開発 

 黄瀬川扇状地では何度も繰り返して流下した御殿場泥

流堆積物のため，特異な遺跡分布となっている。生活の

痕跡は後期旧石器時代前半の約 3.4 万年以上前からで，

エクメネの拡大は箱根西麓の台崎周辺や麓の初音ケ原遺

跡など数多く発見され，各々特色ある姿を見せている。 

 その後も，縄文時代の生活の舞台は東側の箱根火山山

麓の緩斜面，東京軽石流の堆積地と南部の丘陵性の台地

に限定されるが，完新世に入って気候の温暖化や縄文海

進などで，地形や生態も大きく変化している。県東部で

は遺跡分布や集積の度合いから多様な姿が復元され，三

島でも定住生活が早期末から増加し，縄文中期後半には

より下位に規模の大きな集落が確認できる。 

 一方，弥生中期後半には遺跡数の急速な増加があった。



2 三島市南西部と長泉町・清水町の地形環境
*条里の坪界線は簡略化,集成図のために

大きさと方位はズレが生じる。

基図 :米軍空中写真(1947年・1948年 ・1953年)を使用
*河道は河川改修以前の状況で描く。
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その背景は弥生時代前半の小海退で，寒冷化に伴う低地

部の陸地化である。「境川」沿いのほか，三島市では境川・

狩野川合流点（長伏）付近などで，御殿場泥流の堆積に伴

う新しい大地が出現した弥生前期より，少し遅れた時期

からである。三島市の長伏六反田遺跡では弥生中期の方

形周溝墓18基，平安時代の住居址24軒が検出されてお

り、低地部で耕作適地が増加したことが確認できる。し

かし後期前半には一旦遺跡数が急激に減少するが，同じ

時期に標高 20m 付近の湧水群に近い地域では増加する。

愛鷹山麓でも後期後半に「高地性集落」を確認でき，自然

環境の変化や低地での人口増加，争いの激化など食糧不

足に繋がることが背景にあったものと見られる。 

 さらに弥生後期後半には再び増加し，湧水を源流部と

して南流する「御殿川」の中流域の低地に，大規模な集落

を形成している。また弥生後期から古墳時代前期にかけ

て，水田や住居，掘立柱建物等が出現している。東本町の

御殿川の東側に大進舎遺跡，県道の西側に西大久保遺跡・

奈良橋向遺跡が生産地と住居・倉庫等を伴っている。 

西大久保・奈良橋向・金沢の各遺跡は弥生中期の居住地

である。その中でも中田町の西大久保遺跡は谷底低地に

位置し，低湿な地形環境の下，弥生時代中期の旧河川（御

殿川の河道跡）の幅が10m余りあって，その河道内に畦

畔で区画された水田跡が発掘された，弥生後期～古墳時

代前期の遺跡である。 

 なお大場川沿いの安久遺跡は自然堤防と旧河道周辺を

発掘し，古墳時代中期～平安時代の住居址や井戸跡，河

川跡，祭祀跡が検出されている。人面墨書土器祭祀より8 

世紀後半～10世紀初頭までの継続が推定されている。近

くには古墳時代前期～後期の向山古墳群が位置し，近年

大型古墳が発見されて公園整備が進んでいる。 

（２）市街地中心部の地形環境 

 黄瀬川扇状地東部の特異性について，全般的な特徴は

すでに紹介した。ここでは三島市街地中心部について，

歴史的な側面や社会変化に関する面で，少し触れる程度

で御容赦願いたい。端緒として歴史的な側面で三島を代

表するのは，古代・中世であろう。 

 古代の三島は「伊豆国府」の地で，乏水地の「西町」の

六反田（栄町）側に国分寺が，その東側中央部の鷹部屋

（芝本町）に国分尼寺が，「東町」では市ケ原（大社町）

に市ケ原廃寺，下才塚（東町）に国庁がほぼ発掘されてお

り，一部の複数の推定地は根拠が薄い。その配置は南北

や東西に計画的な区画ではなく，御殿場泥流堆積物の二

次堆積の影響を強く受けており，開析された段丘の高ま

りや部分的な浸食に制約されている。ただ比較的安定し

た台地状の高まりを活かしているのは確かである。 

ただし中央部の一段高い田町の段丘の「高台」を残し，

刻んだ湧水による開析は平たい谷底状で，明瞭な崖を伴

わない斜面の傾向が見て取れる。 

 中世の初めに大社からは「根府川通」が熱海方面に，

「矢倉沢通」が裾野方面に向かって伸びており，途中ま

では後の下田道や甲州道が重なる。ほかに伝説的な源頼

朝がまどろんだとされる間眠神社に向かう下田道，国道  

136 号に平行な直路で安久から代参のための「在庁道」

などが挙げられる。東海道の整備以前だが，ルートは江

戸期に近かった。ただし古代のエクメネ（居住域）とほぼ

重なり，「東町」を中心として，大差のない鎌倉・室町期

の寺社配置が推定される。すでに小浜の池を境として，

東と西の大夫を巡る勢力争いが記録に残る。 

 鎌倉期を通じて，三嶋神社（大社）とそれを支える「社

家」の関係が強まり，また中世の開発に伴い交通の要衝

となり，分岐点の辻で下田道と接した甲州道が北側に伸

びる。やがて下田街道沿いに市が立ち，近世を通じて大

社の「門前町」（鳥居前町）が形成されていった。 

 江戸期初頭，将軍の三島宿舎である「御殿」の整備が御

殿川縁で進む。近世の三島は東海道の「宿駅」「宿場町」

として繁栄している。宿駅に関しては人馬の継立ての「問

屋場」が久保町（中央町）に，同じ中央部の東側，大中島

（中央町）に脇本陣が 1 つ，小中島（本町）に本陣２つ

と脇本陣２つが指定され，箱根越えの「宿場町」として東

海道沿いの旅籠も増加し，交通機能を高めていく。「西町」

の六反田町・新宿町の内，新宿町は茶町と木町へ宝暦７

年（1755）に分かれ，国境の千貫樋を越えて新たな「新

宿」も加え，外延的に発展している。 

 一方，三島溶岩流の前面の高台（大社の北側）では岩崎

から宮川用水を引くが，畑地の灌漑より専ら神社や社家

村への飲用に供された。また「三島湧水群」中で湧水量が

少ない「菰池」周辺部は，大正期に開田もされたが生産性

は低かった。分間延絵図に描かれた「小湊ノ池」は白滝公

園の池と思われ，「小浜池」付近には宝国院・文徹院・浅

間・広瀬大明神等が並んでいた。後に堤を築き，池の北側

を小浜用水（蓮沼川），南側を源兵衛川の用水に分配した。 

 楽寿園北西側も乏水地域で，長泉町の薄原方面に至っ

ても畑が中心の耕作地が続く。楽寿園西口古墳群や長泉

町的場古墳群や原分古墳の分布が示すように，生産地域

周辺の景観が近代に至っても変わらなかった。 

古代の居住地は「東町」の大社よりも南側で，低窪地の

御殿川沿いのほか，東側の大場川寄りの南二日町・中・中

島の高台にも，弥生～奈良・平安時代に居住を進めた。 

 また耕地開発では古代の条里水田と中世以降の灌漑に

おいて，用水系統の差異が目立つ。中間の凹地部分は御



殿川の自然の流れに対して，湧水と溜池（小浜池）で源兵

衛川を支えている。 

 なお平安中期に下田から三嶋神社が進出することにな

るが，発掘時に盤層（砂利マサ）の広がる地の地表近くで

大石も数多く点在したが，御殿場泥流が「岩石流」とする

説は誤りである。大場川左岸（新町橋際）では 5m 以上

の層厚で盤層となり，大社周辺は泥流堆積物の乱流結果

を反映したものと思われる。 

（３）三島溶岩流と柿田川（長泉町・清水町） 

 納米里の東側では富士見橋から旧河道が南側に流れ，

堰を設けて用水路が整備されている。水窪南東でも旧河

道が用水路に利用されている。東側には大場川の「河川

争奪」の跡，不動尊の地点で分流している。この付近の裾

合谷には溶岩が高まりを作って流れ，上土狩の「惣ケ原」

方面に「馬の背」状の高まりが見られる。下土狩駅北方の

山ノ神や稲荷神社（割狐塚）などから南東へ，楽寿園に至

る三島溶岩分布域には数多くの溶岩塚（ショレンドーム）

がある。地名の土狩（トガリ）の由来は溶岩塚の形態から

で，その尖る様子からトガリとなったと思う 

 「三島湧水群」の内，湧水帯の機構と関わる典型が，地

下水の涵養と「泉水源」の事例である。地元では湧水のこ

とを「湧き間」とか「泉」と呼ぶが，沼津市の泉水源が位

置する源頭部は最大の「湧き間」である。柿田川の特異性

は僅か1.2kmの短い小河川ながら，日量100万トン以上

の湧水量があることである。さらに富士山起源の地下水

による湧水だけで下刻作用を継続し，「谷頭浸食」を重ね

て北側に1200m近く刻んだ点にある。 

 小規模な谷頭浸食の沢も見られるが，その左岸側に中

世の館址や泉頭城の遺構が位置する。柿田川は狩野川の

支流で，直接舟で攻撃や出兵さえ可能な特異さがある。

下流側には近代の石積みのメガネ橋が築かれ，開析が進

んで狭く浅い谷間に残存する。 

 古くから名称がない河川で，泉と呼んだままで，泉頭

が中世に用いられた程度である。そのため便宜的に「泉

川」が学術雑誌で用いられている。後に建設省で「柿田川」

の名称を柿田地区に因み，命名している。ただし中世に

成立の村で，古くから柿田（カキダ）と呼び，「かきだ」

の表記もあるが，誤用でカキタ川にしてしまった。 

 柿田川の厚い泥流堆積物で10m以上の崖直下，その河

底の「湧き間」で軽石が水とともに湧き立つが，それが

「カワゴ平軽石」で，発泡の良さに特徴がある。典型的な

鍵層であり，黄瀬川泥流堆積物の堆積が，軽石の二次堆

積を見るまでのしばらくの間，今から約2.7千年～2.8千

年位前に始まったことが分かる。「カワゴ平軽石流」の筏

場段丘堆積物中，含有炭化木の絶対年代（2,830±120年

B.P.）のほか，黄瀬川・狩野川の合流地点，長沢地先の河

底（+ 0.8m）でも同一層準中の木片(2,760±120年B.P.)

が同様な時期を示すことが判明した。つまり現在とほぼ

同一水準において，当時「新期古狩野湾」が南東側に広が

っていたことを示す。 

 なお柿田川の南側は湯川狭窄部の地で，大正期まで対

岸の中徳倉へ湯川から丸太をくり抜いて，木製のサイフ

ォンを狩野川の河底に構築していた。狭窄部になったの

も泥流堆積物の流下の結果で，対岸の徳倉側も同じ泥流

堆積物であったことを知る。溜池に頼らざるを得ない乏

水地であり，より湧水源の丸池用水を利用する。そこに

並々ならない工夫と協力と連帯が丸池用水組合を大きく

支えていた。 

 中土狩付近で条里水田が消滅する理由は，水掛りの悪

さが関係しており，後に箱根用水から新たに灌漑してい

る。一里塚地名が残存する箱根裏街道に対して，御厨道

と呼ぶ元伏見は中位段丘上にあり，近世初頭の東海道の

整備で移転し，新しい街道側を伏見新田と呼ぶ。その近

くにある一里塚の内，伏見分の北側で古道が発掘された

が，新旧の位置関係に結び付かない。 

 清水町の境川の狭小な凹地と地下水面の浅い崖地には，

古代から中世に集落を形成している。境川と涸れ谷・涸

れ川の関係では，境川の蛇行が湧水量の増加する三島市

清住町，丸池（玉川池）より下流側の特徴である。 

等高線の20m付近を境に条里地割が乱れる。丸池の湧

水は巧みに段丘上へ導かれ，用水は的場に向かう水路を

再編成し，清水町の条里水田を潤す。明治期以前に「湧き

間」の湧水量が減少したため，元の古池（溜池）より南側

に築堤し直している。この涸れ谷の底も泥流堆積物で，

かつて直径が3mを越した青色の「湧き間」の湧水でも，

砂層やシルト層の基盤故に砂が舞い上がっている。加屋

町の南側，崖上部には円礫の薄層を確認出来る。 

 柿田川の源流部である「泉」の谷頭部の西側，八幡東部

の雨降川沿いの崖を境に「条里地割」が欠けている。地形

境界の段丘崖は八幡の北側，伏見新田の１段高い乏水地

の高まりや熊野神社の崖線，北寄りの長泉町竹原・本宿

の集落側へと続く。伏見から門ノ川・久保田川以西では

条里地割が見られず，それに変わって，下土狩から上土

狩・納米里の溶岩丘と涸れ谷の凹地が分布する。 

おわりに ― 結びにかえて ― 

 以上のように「黄瀬川扇状地」の特異性は顕著である。

さらに土壌分布や地下水の深浅などを反映して，土地利

用は多岐に渡っている。とくに微地形を反映した水利用

からの検討，さらに地形界の崖や河道などを巧みに活か

した灌漑水路と耕地開発の事例などを紹介した。 



 

物体検出と文字認識を適用した古文書の画像解析 
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【要旨】 

全国の古文書の多くは図書館や郷土資料館、民家などに保存されている。古文書は地域の歴史を伝える

史料であり、より多くの資料を読み解く必要がある。しかし、古文書の多くは、くずし字を読むことので

きる専門家による解読がなされていない。現在、伊豆地域でも伊豆学研究会や三島市郷土資料館によって

大量の古文書が発見されている。しかし、古文書解読の専門家が少なく、大量の古文書に対して解読が追

い付いていない。 

人文学オープンデータ共同利用センターが2016年に文字数約40万件の日本古典籍くずし字データセッ

トを公開した。データセットが公開されたことをきっかけにディープラーニングを用いた古典籍の解読が

活性化した[1]。しかし、ディープラーニングを用いた古文書に対する文字認識は未だ進んでいない[2]。古文

書の解読をコンピュータにより補助することで、大幅な解読時間の短縮が見込まれる。本研究の目的は、

物体検出と文字識別の技術を用いることで、伊豆地域で発見される多くの古文書をテキストに変換し、解

読を補助することで歴史を伝える一助になることである。 

人文学オープンデータ共同利用センターの日本古典籍データセット[1]から、5335枚の古典籍画像と4212

文字種の古典籍の文字データを用いた。三島市郷土資料館に所蔵される三島宿に関連する資料の画像40フ

ァイルと対応するテキスト 40ファイルを用いた。本研究では、学習用に 37、検証用に 3とした。アノテ

ーションツールであるLABELIMGを使用し、三島市郷土資料館提供の古文書画像40枚中37枚に対し学

習用のラベリングを行った。古文書画像内に含まれる文字のUNICODEをラベルに使用した。CenterNet

で物体検出を行う際は入力画像のヒートマップから、物体の中心点(ヒートマップのピーク)を予測し、中心

点の特徴から矩形領域のサイズを推定した[3]。文字識別には、ResNetを採用した[4]。 

学習によりパラメータを決定した検出器(物体検出)に対して検証用画像を入力したところ、出力の適合

率は、３つの文書それぞれで0.88，0.78，0.91であった。学習によりパラメータを決定した識別器(文字識

別)に対する出力の適合率は、0.45，0.72，0.59とそれほど高くならなかった。今後は、物体検出よりも文

字識別の学習データを増やすための工夫を施すことと識別モデルの構造を改良する予定である。 
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【要旨】 

電力の確保は、重要な課題である。近年、再生可能エネルギーの中で，太陽光発電（特にメガソーラー

など）が大きく伸びている[1]。しかし静岡県においては、メガソーラー設置のための森林伐採に対して地域

住民の理解が得られていない[2][3]。一方、静岡県内の経営耕地面積は、年々減少している[4]。このような中、

作物の販売収入に加え、売電による継続的な収入や発電電力の自家利用等による農業経営の更なる改善が

期待できる取組手法としてソーラーシェアリング(営農型太陽光発電)が、近年促進されている[5]。 

ソーラーシェアリングでは、上部のパネルによる遮光が作物成長に影響するため、周辺の地域と比較し

て８割以上の収穫量を確保し、品質の著しい劣化を防ぐ必要がることが法律で規定されている[5]。そこで本

研究では、ソーラーシェアリングにおいて、作物成長に影響する環境要因をモニタリングするために IoT

センシングを取り入れた。IoT センシングでは、多点測定を可能とするために各センサのコストを低く抑

えることが有益であるが、そのようなセンサは、得られたシグナルとそれぞれの環境測定値との関係式を

作成することが求められる。本研究の目的は、照度、光合成有効光量子束密度、土壌体積含水率のキャリ

ブレーションを完成することである。 

マイコンボードに接続する照度センサは、フォトダイオードを用いたものである。この様なセンサは室

内用が多く野外の照度では測定可能レンジを超えてしまうため、防水容器に寒冷紗を貼り付け照度を下げ

測定した。それと同時に校正用の照度計及び光合成有効光量子束密度計による測定値との回帰式を求める

ことでキャリブレーションした。土壌水分センサは、静電容量式を用いた。試験圃場にて採土管を用いて

団粒構造を保ったまま土壌を採取した。採土管の土壌に水分センサを挿入し、蒸留水をしみ込ませ水分飽

和状態とした後にロードセル上に置き実験室に放置することで蒸発による土壌水分の変化を土壌重量連続

測定により土壌体積含水率として評価した。これと水分センサとの出力値の回帰式を求めることでキャリ

ブレーションを行った。照度センサ及び土壌水分センサの両方において、野外へ適用可能な照度、光合成

有効光量子束密度及び土壌体積含水率を精度良く推定するためのキャリブレーションが達成された。 
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K. Shenyoputro*; Thomas E. Jones*; N. Aoki** 

ごみ処分設備の利用に対する登山者意識の把握 
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Abstract 

One of the main concerns for many park management on mountain is the generation of waste triggered by 

the influx of visitors. One of the most effective way to combat this issue is by providing waste disposal 

facilities in the form of trash bins to encourage visitors to stop littering. However, for altitude destination 

such as mountains, simply providing such facilities proved to be a huge challenge considering various 

factors such as perception and social norm gaps amongst park visitors. This study examines the factors that 

influence perception towards the provision of trash bins from park visitors of Mount Fuji in Fuji-Hakone-

Izu National Park by using the combination of cross-tabulation analysis and chi-square test with data from 

150 climbers. Furthermore, an independent sample t-test is used to examine to what extent the perception 

differs amongst the climbers. Result revealed variables such as age and nationality as the most significant 

variables that influence climbers’ perception towards the trash bin provision. Findings also indicated that 

there is a gap in the perception between Japanese and international climbers with Japanese climbers seeing 

the provision of trash bins against the social norm in Japan whereas international climbers feel the need for 

more trash bins to prevent littering. Furthermore, the independent sample t-test and ANOVA also revealed 

that climbers equipped with prior-knowledge on environmental education will likely show a better 

perception compared to international climbers without prior knowledge. The findings of this paper will 

assist in a better understanding for park administrators on promoting possible alternatives (e.g., 

environmental education) as part of the waste management strategy in Mt. Fuji. 

キーワード: ごみ箱、廃棄物管理、保護地区、国立公園、富士山 

Keywords: Trash bins, Solid waste management, Protected areas, National Park, Mt. Fuji 

 

1． はじめに 

観光産業は、多くの国々で経済の原動力として重要な役割を担っている。さらに、都市生

活が進むにつれ、環境・自然レクリエーションへの需要が高まり、「ネイチャー（ベースド）

ツーリズム」という新しい言葉が生まれた（Dunjic et al.、2017）。保護地域、特に山岳地帯

は、多くの観光客にとってネイチャー（ベースド）ツーリズムの主な目的地となることが多い。

国立公園、および保護地域、そのうち特に標高の高い地域は、ツーリズム産業が成長し、それ

によって登山活動の活況が起きた。（Dunjic et al.、2017、Jones、2018）。また、日本の観

光事業は日本国内だけでなく、インバウンドでも堅調に推移した。特に海外からの登山者の流

入は、文化や価値観の違いから、外国人登山者の行動は国内登山者とは異なり、多くの公園管

理に問題を引き起こしている。（McDonald & McAvoy, 1997、Jones、2018）。文化的な側面

では、外国人登山者は、彼らが訪れる特定の地域における廃棄物管理のルールや社会規範につ

いて、その国に住む人よりも認識が低いことがわかっている（Lawhon et al.，2018）。この問

題の根底にある様々な要因には、ほとんどの外国人（旅行）登山者は、訪問地では短期滞在で



あり、その短期間で、現地の環境に適応することが難しいという事実や、登山者の間で観光活

動が影響を及ぼすという意識が低いことなどがある（Lundie et al.、2007； Jones、2018； 

Timchaawa ＆Moyo、2019）。また、標高や地形といった山岳地帯の課題を考慮すると、ほと

んどの山岳地帯の廃棄物管理は未だ、とても不十分であると考えられており（Byers、2020）、

山岳地帯の廃棄物処理施設はまだ存在していない（Chen、2010；Aziz et al.、2019；Byers、

2020）という事実はしかたがないことだ。日本では、1976 年に有名な登山家ラインホルト・

メスナーが初めて富士山に登り、それ以来「ごみの山」と呼ばれるようになった富士山がその

代表的な例であろう。技術がない登山者が、最も登りやすい山として選ぶ（Jones, Yamamoto 

& Kobayashi, 2016）日本最高峰は、国内外問わずアジアで最も多くの人が訪れる山の一つで

ある。新型コロナの発生により2020年は登山禁止となり、登山者集計が停止されたが、それま

で過去 15年間で平均 265,000人の登山者が富士山に登っている。しかし、日本ではまだ外国人

の入国規制が行われていたが、2022 年の夏には、国内で 16 万人以上が富士山に登り、観光活

動が再開された。2022 年秋、入国規制が解除され、来年には海外からの登山客が倍増すると予

想される。富士山の公園管理における主要な優先課題となるべきは、この増加への対応策であ

る。 

 
 

 
図 1 富士スバル五合目五合目（右）と七合目（左）で発見された廃棄物。写真提供：筆者、2022 年 9 月

7 日撮影 

 

これまでにも、自然環境への影響を最小限に抑えるために、海外からの旅行者と国内の旅行

者の行動や意識を把握する試みが数多く行われてきた。それは、環境教育の理念（Marion & 

Reid, 2001; Wu et al., 2021）、環境行動と振る舞い（Lawhon et al., 2018）、廃棄物処理とリ

サイクルへの取り組み（Backman et al., 2018）、訪問者のごみ処分行動（Brown et al., 2010; 

Hu et al., 2019; Aziz et al., 2019; Esfandiar et al., 2021）などの研究などである。しかし、日

本では、特に富士山において、Jones & Yamamoto（2016）が国内と海外の訪問者類型の多様

化を把握するために、いくつかの試みを行ったものの、国内外からの訪問者の環境認識を把握

するような試みはまだ行われていない。さらに、McDonald & McAvoy (1997)の初期のころの

報告では、様々な文献から得られた知見により、海外からの訪問者と国内の訪問者の間には、

確かに大きな認識のギャップがあることが判明している。社会的な規範の違いがこの大きなギ

ャップの一つの要因であるなど、さまざまな説明がなされている。日本では、公共の場にごみ

箱を設置することは、日本人の社会規範（ごみは持ち帰り）に反すると考えられているため、



保護地域では、こうしたギャップの典型的な例といえる。また、青木（2015）によれば、富士

山にこれらの施設が存在しないことも、ポイ捨て問題を誘発する大きな要因の一つであるとい

う。これらの仮説を証明するためには、さらなる研究が必要である。そこで、本論文では、富

士山におけるごみ箱の設置に対する登山者の考え方を、特に国際的な視点と国内的な視点から

把握することに焦点を当てる。そこで、本論文では、1．ごみ箱に対する国内外の登山者の認

識とその影響要因を調査すること、2．ごみ箱施設以外の代替案（環境教育戦略など）を検討

することを研究目的とする。そして、それに答えるために、本論文では、以下の 2 つの研究課

題を設定する。1. 富士山におけるごみ箱の設置に対する登山者の意識に影響を与える要因は何

か？そして、2.外国人の登山者と国内からの登山者の意識はどの程度違うのか？ 

 

 
図 2 富士山登山者数、提供者：環境省、2022 

 

2． 調査方法 

本論文では、日本人登山者と日本在住の外国人登山者を対象に、紙アンケート方式によるデ

ータ収集を行った。調査期間：2022 年 8 月 14 日～2022 年 9 月 10 日（登山シーズン最終日）

まで、3 ヶ所にて実施（図３）。調査期間中、合計 153 人の回答者を収集することができたが、

無効回答が 3 回答あり、有効回答の全体数は 150 人となった（内訳：外国人登山者 75、日本人

登山者 75）。観光客を除外するため、山頂をめざし登山した人だけにアンケートを配布した。

調査票は 3 つのセクションに分け、第 1 セクションは社会統計学的な質問と山小屋滞在中の満

足度から構成。次のセークションは、富士山における廃棄物管理ルールに対する登山者の事前

意識と、環境教育「リーブノートレイス（LNT）」原則に対する登山者の知識を調査するため、

LNT の 7 つ原則の重要性を 1：全く重要でない～4：非常に重要の 4 段階のリッカート尺度によ

る自己申告形式で質問した。最後のセクションは、富士山でのごみ箱の設置を含む、いくつか

の環境認識と行動に関する 5 つの質問から構成した。 
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収集したデータは、SPSS 28 版に入力し、一連の行動質問を 8 種類の変数（性別、年齢、

教育、交通手段、旅行者数、滞在期間、登山回数、国籍）と比較して、クロス集計分析法を用

いて分析する。回答者の行動と前述の変数との間に有意性があるかどうかを判断するために、

カイ二乗分析を使用することとした。特に本研究では、年齢と性別の要因について調査する。

この 2 つの要因は、多くの人が人の環境に関する意思決定と責任に影響を与える最も重要な要

因の 1 つとみなしている（Delhomme et al.、2013；Han et al.、2018）。一方、ネパールのア

ンナプルナ山で行われた別の研究では、教育や交通手段など他の要因からの介入も、環境保護

行動に対する人の考え方に影響を与える可能性があると指摘している（Poudel & Nyaupane, 

2016）。今回の研究では、このうち 2 つの要因についても、有意な結果が得られる可能性があ

るかどうかを調査することにした。最後に、各行動問題は正解（1）と不正解（0）に点数化さ

れ、未回答の質問は自動的に不正解（0）に点数化される。各質問の平均値は、独立標本 t検定

を用いて検定され、各変数の平均値間の有意性が判定する。 
 

図 3 調査期間の詳細 

日付け 日本人登山者 外国人登山者 調査場所 

2022 年 8 月 14 日 17 人 3 人 富士スバル五合目 

2022 年 8 月 15 日 31 人 33 人 富士スバル五合目 

2022 年 9 月 3 日 13 人 6 人 富士スバル五合目 

2022 年 9 月 7 日 8 人 3 人 八合目山小屋 

2022 年 9 月 9 日 1 人 22 人 泉が滝登山道 

2022 年 9 月 10 日 8 人 8 人 泉が滝登山道 

合計 78 人 75 人  

 
 

3． 結果 

吉田口登山道を下山する登山者に対し、5 カ国語（日本語、英語、中国語、インドネシア語、

ベトナム語）の多言語アンケートを配布した。その結果、女性 49％（n=74）、男性 51％

（n=76）の計 150 の調査票を回収することができた。年齢別では、10～20 代の若い登山者が

全体の 42％を占め、次いで中年（30～40 代）が 40％、高齢（50 代以上）が 18％であった。

回答者の最終学歴を見ると、6 割が大学の学位を持っている。この人口統計学的な結果は、

Jones（2018）が行ったトレンドモニタリングの結果とも一致しており、登山者の大半は若く、

高学歴であることが明らかになった。日本人と外国人の比率も、日本人が 50％（n=75）、外

国人が 50％（n=75）とバランスが取れているが、外国人登山者は学生や外国人労働者として

日本に滞在している。一方、外国人登山者の日本語レベルを見ると、「全くわからない〜初級」

が 46％、「日常会話レベル」が 40％であった。一方、流暢に日本語を話せる人は 14%にとどま

っている。富士山にはごみ箱がないことを 94％の登山者（n=141）が認知しており、認知して

いないと回答した人はわずか 9 人であった。また、これらの情報をどのように入手しているか

については、回答者の間で差があり、「日本では常識・マナーとなっている」という回答が

59%を超え、「インターネット」（25%）、「ツアーガイド」（9%）、「ガイドブック」

（2%）、「その他」（7%）と続いている。さらに、カイ二乗検定の結果、日本人登山者は

「常識・マナー」と回答した人が 70％であったのに対し、外国人登山者は主にインターネット

やツアーガイドから情報を得ている人が 60％と、国籍間の有意な関係が示された（p＜0.001）。

また、登山回数についても、経験者の 67％が「常識・マナー」と回答したのに対し、初めての

人は 50％となり、有意的な関係を示した（p=0.05）。 



 

富士山にごみ箱を設置することについては、特に外国人登山者と日本人登山者の間で回答

が異なることがわかった。その結果、回答者（n=111）の 74％が富士山にごみ箱を設置するこ

とに反対であるのに対し、賛成はわずか 26％（n=39）であることが明らかになった。カイ二

乗分析の結果、性別とごみ箱の間には有意な関係がないことがわかった（p=0.247）。一方、

次の変数（年齢）については、若い登山者（10～20 歳）がごみ箱を設置して欲しいという傾向

が高く（39％）、中年（30～40 歳）22％、高齢者（50 歳以上）3％に比べ、有意な知見が見出

された。また、カイ二乗検定の結果、p=0.002 が得られ、回答者の回答頻度と年齢の間に有意

な関係があることが示された。なお、若年層と高齢層の差については、文脈に関係なく様々な

調査でも同様の結果が得られている。ギリシャの保護区で行われた研究でも、30～54 歳の公園

訪問者は、20 代の若い訪問者よりも環境意識や態度が強いことが示されており、この研究結果

とも一致する（Zafeiroudi & Hatzigeorgiadis, 2014）。Han（2018）や Aziz et al.（2019）が

観光客を対象に行った同様の調査でも、シニアと若者の観光客の間で同様の知見が得られてい

る。交通手段も廃棄物処理施設の有無に影響を与え、自家用車で来た登山者に比べ、公共交通

機関や観光バスで来た登山者はごみ箱が必要であるとの高い傾向を示した。カイ二乗検定でも、

回答者と移動手段との間に有意性が示された（p=<0.02）。さらに、国籍別では、日本人より

も外国人の方が、ごみ箱の必要率に有意性が高いという関係も示された。また、カイ二乗検定

では、国籍に(p=<0.001)が示され、検定の有意性が示された。一方、学歴（p=0.96）、旅行者

数（p=0.142）、滞在期間（p=0.468）、登頂回数（p=0.354）からは有意的な関係が見いだせ

なかった。  

 
図 4 ごみ箱に対する登山者のごみ箱の必要性と要因の分析 

要因 カイ二乗 ANOVA 

ごみ箱  

性別 0.247 0.250 

年齢 0.002** 0.001*** 

最終学歴  0.96 0.09 

交通手段 0.02* 0.02* 

旅行者数 0.142 0.144 

滞在時間 0.468 0.472 

登山回数 0.354 0.357 

国籍 0.001*** 0.001*** 

*Significance at P<0.05. 

**Significance at P<0.01. 

***Significance at P<0.001. 

 

次に、正解（1）、不正解（0）の点数化法を用いて、日本人と外国人登山者の平均値を算出

した。その結果、平均値は 0.73 となり、登山者の間でごみ箱に対する拒否反応が高いことがわ

かった。しかし、日本人登山者の平均値（m=0.89; SD=0.31）は、外国人登山者（m=0.57; 

SD=0.49）と比べて有意差がある。独立標本 t 検定でも、(t(-4.926)=120.466; p=<0.001)という

有意的な値が示され、結果の有意性を示している。さらに、LNT の知識を持つ登山者と持たな

い登山者（外国人と日本人）の平均値を比較したところ、LNT の知識を持つ登山者の平均値は 

0.66（SD=0.47）、LNTの知識を持たない外国人登山の平均値は 0.48（SD=0.5）、日本人登

山者の平均値は 0.88 (SD=0.31)、3グループ間で有意差が見られた。独立標本 t検定により、外

国人登山者間の平均値を比較したところ、LNT の知識を持つ登山者（m=0.66; SD=0.47）は、



LNT の知識を持たない外国人登山者（m=0.48; SD=0.5）に比べて富士山にごみ箱を拒否する

可能性が高いという有意性が得られた（t(1.619)=66.546; p=0.05）。 

 
 

図 5 登山者よるごみ箱の必要性の平均値の比較 

変数 回数 平均 S.D. ｔ検定 

JP 75 0.57 0.49 0.001** 

INT 75 0.89 0.31 

JP2 72 0.88 0.31  

INT2 33 0.48 0.50 0.05* 

LNT 45 0.66 0.47 

Note 1: JP= 日本人登山者; INT= 外国人の者; JP2= LNT 知識持ったない日本人登山者; INT2= LNT 知識

持ったない外国人登山者; LNT= LNT 知識持ってる登山者. 

*Significance at P<0.05. 

**Significance at P<0.001. 

 

また、質問の最後に自由記述欄を設け、回答者の理由を探った。自由回答では、「いいえ」

が 21 件、「はい」が 7 件となり、合計 28 件（18％）の回答を集めることができた。また、日

本人登山者と外国人登山者では、登山者の意見・見解に違いがあることがわかった。日本人登

山者は、ごみ箱の管理が大変であること、人件費や処分費などのコストがかかることを懸念し

ている人が多い（68％、n=4）。一方、「意識の向上と自己責任」「ごみ箱はごみの発生を助

長する」といった懸念は、日本人、外国人ともに同じ頻度で聞かれた。しかし、「はい」の回

答では、外国人登山者が、他の登山客からの不法投棄やポイ捨てを防ぐために必要だと考えて

いることが分かった（100%、n=6）。さらに、回答者の一人（回答者17）は、登山中に登山道

に多くのごみが落ちていると述べ、そのようなポイ捨てを防ぐためにごみ箱を提供する必要性

を感じている。また、富士山に廃棄物処理施設を設置する必要性について、日本人と外国人登

山者の意見にギャップがあることがわかった。青木（2015）が概説した理由の一つは、海外の

ほとんどの国立公園では、ごみ処理施設を提供し（ごみ箱）、公園訪問者にごみの分別作業を

促す傾向があるためである（Backman et al, 2018; Lawhon et al, 2018）。一方、日本では国

立公園や富士山をはじめとする公共の場所にごみ処理施設があるのは珍しいことだ。この事実

は、（McDonald & McAvoy, 1997、 Jones, 2018）が概説した、海外からの訪問者と日本人訪

問者の間に社会規範の面でギャップがあるという事実とも一致する。 
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